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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１７日 

件 名 秋の清掃活動の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

「美化推進協議会による秋の清掃活動」及び「秋のごみゼロ地域清掃活動」

を次のとおり実施したので報告する。 

１ 美化推進協議会による秋の清掃活動 

（１）実施日時、実施場所、参加人数

実施日 場 所 実施場所 参加人数 

１０月２２日(火) 竹ノ塚駅 竹ノ塚駅東口広場 １６７名 

１０月２５日(金) 綾 瀬 駅  東綾瀬公園 ３４１名 

１０月２８日(月) 西新井駅 西新井公園 雨天中止 

１０日３０日(水) 梅 島 駅  梅島天満宮 ７９名 

１１月 １日(金) 五反野駅 足立小学校 １５１名 

１１月 ８日(金) 北千住駅 
東京電機大学 

キャンパスプラザ
２０３名 

合  計 ９４１名 

※ 実施時間は、全て午後２時から午後３時。

※ 綾瀬小学校（綾瀬駅）、足立小学校（五反野駅）の参加人数を含む。 

※ 綾瀬は「綾瀬地区防犯対策推進協議会」と合同で実施。

２ 秋のごみゼロ地域清掃活動 

（１）参加団体

町会・自治会（１３６団体）、商店街（３団体）、学校等（７３団体）、 

民間事業所等（５１７団体）、区施設（６７団体）

（２）実施方法

期間中に参加団体が地域の清掃活動を行う。

（３）実施日

１０月から１１月の期間中に団体が指定した日

（４）参加団体数・人数（１２月６日現在）

団体数 ７９６団体 

人 数 ３０，４３６ 名 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１７日 

件 名 スポーツ体験デーの開催について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

プロスポーツチームをはじめとする様々な競技団体の選手などから指

導を受け、競技技術の向上の場、新たなスポーツを体験する場として「ス

ポーツ体験デー」を開催する。 

１ 日程 

令和７年２月１５日（土） 

午前の部 午前１０時  ～午後０時１５分 

午後の部 午後１時３０分～午後３時４５分 

２ 対象者 

  区内在住、在学の５歳以上の未就学児・小学生 

  ２５０名（２５名×５グループ 午前の部・午後の部それぞれで募集） 

３ 対象者を小学生以下にした理由 

（１）どのスポーツが楽しいか、自分にあっているかがまだわからない年

齢、学齢期に複数の競技スポーツを体験することで、取り組みたい競

技の可能性を広げる。 

（２）短時間で専門的な指導者とのふれあいをすることで、スポーツを知

る、スタートするきっかけづくりとなる。 

４ 会場 

  総合スポーツセンター（室内） 

５ 実施概要 

（１）参加者を５グループ（学年ごとおおむね 25名）に分ける

（２）オープニングでそれぞれの競技のコーチの紹介

（３）１種目２０分（移動・準備５分を除く）で体験

（４）体験時間終了後、次の種目へ移り全ての種目を体験

（５）１サイクルを約１２０分とし、午前／午後で２部制とする

６ 体験競技・協力チーム（予定） 

（１）陸上・走り方

サンベルクス陸上部 森 真聡選手（日本選手権 400ｍ５位）ほか
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（２）サッカー

東京ヴェルディアカデミー コーチ、元Ｊリーグ選手等

（３）バスケットボール

関東大学バスケットボール連盟所属監督・コーチ等

（４）チアダンス

東京ヴェルディビーナス

（５）野球

東京読売巨人軍 元投手 田中 大輝氏 ほか

７ 申込方法等 

（１）申込方法

事前申込・抽選

区ホームページからオンライン申請システム受付フォーム

（２）申込期間

１月２７日（月）から２月５日（水）まで

８ ＰＲ方法 

  あだち広報１月２５日号、ホームページ、ＳＮＳ、豆の木メール等 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１７日 

件 名 
Ｖリーグ（男子バレーボールリーグ）東京ヴェルディホームゲーム足立

区民観戦デーの開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

 東京ヴェルディ㈱との連携協定に基づき、区民の運動・スポーツに親しむ

機会を広げる取り組みとして、「Ｖリーグ（男子バレーボールリーグ）東京

ヴェルディホームゲーム足立区民観戦デー」を次のとおり開催する。 

１ 日程 

  令和７年２月２２日（土）午後２時試合開始 

  令和７年２月２３日（日）午後１時試合開始 

２ 試合内容 

  2024-25 Ｖ.ＬＥＡＧＵＥ ＭＥＮ ＥＡＳＴ（足立大会） 

  東京ヴェルディ ＶＳ 埼玉アザレア 各日 1試合 

３ 試合会場 

  総合スポーツセンター 

４ 観客席数 

  ３階 ２８９席（うち招待６５席） 

  ４階 ３３０席 

  合計 ６１９席 

５ 招待内容 

（１）足立区在住、在学、在勤者ペア２０組４０名

（中学生以下１名につき、保護者（高校生以上）１名）

（２）当日イベント「バレーボールクリニック」参加者２５名

６ 当日イベント 

（１）バレーボールクリニック

足立区バレーボール連盟から推薦された児童・生徒各日２５名

（２）エスコートキッズ

区内在住・在学の小学校１年生から６年生までの児童各日２８名

※ いずれも本人、保護者ともに招待席もしくは有料席の申込が必要

となり、席が確保できていることが条件。 

（３）試合終了後のバレーボール体験会、選手交流会（観戦者どなたでも） 
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（４）コート回りをスポンサーバナーで囲うなどの広告掲載、応援グッズの

販売を実施 

７ 申込方法 

（１）招待席（抽選）

１月２７日（月）から２月６日（木）まで

（２）エスコートキッズ（抽選）

１月２７日（月）から２月１３日（木）まで

※ いずれも、（一社）東京ヴェルディクラブ専用申込フォームにて申込

８ チケット販売内容 ※ 上段が前売り、下段が当日販売額 

観客席 小学生 中・高生 一般 

① ３階 アリーナサイド１列目

アリーナサイド１列目（48席）

4,000 

4,500 

② ３階

ベンチサイド１列目（40席）

3,500 

4,000 

③ ３階 アリーナサイド２列目以降(96席)

ベンチサイド２列目以降（40席）

3,000 

3,500 

④ ４階スタンド自由席（249席）

４階ホームサポーター席（81席）

  500 

1,000 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

⑤ 車いす席（本人と付き添いの２名分）
4,000 

5,000 

９ 購入方法 

（１）前売り販売は２月８日（土）から試合前日まで

※ ２２日の試合は２１日（金）、２３日の試合は２２日（土）

（２）区ホームページからリンクするチームホームページから専用ページ

で申込（システム利用手数料２２０円が必要） 

（３）支払いは、クレジットカードもしくはコンビニ払いが選択可

（４）申込後、ローソンにて発券（発券手数料１１０円が必要）

（５）当日券は、空席がある場合のみ会場でも購入可能（現金のみ）

10 ＰＲ方法 

  あだち広報１月２５日号、区ホームページ、ＳＮＳ、小中学生への 

チラシ配布（東京ヴェルディ作成）、豆の木メールほか

6



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１７日 

件 名 あだちウォーキングチャレンジの実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 実施期間 

  令和６年１０月２５日～１１月３０日 

２ 実施内容 

（１）糖尿病月間にあわせ、日常の運動状況を把握し、その後の運動の継続

を促すことで、「気づき」から「行動」に繋げるためのイベントとして

実施 

（２）１週間の歩数を歩数計や携帯アプリなどで計測

（３）専用の報告用紙、ＨＰのフォームのどちらかを使って区に報告

（４）抽選で９０名の方に「足立の野菜詰め合わせ」等をプレゼント

（５）今年度からチームエントリー「お友達部門」「事業者部門」を創設

チームエントリーの中から抽選で２０組へ「温浴剤詰め合わせ」をプ

レゼント

３ 参加件数（重複報告２１件を含む） 

  １，２１０件（年代別参加内訳は表のとおり、（ ）は昨年実績） 

～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 

３０件 
（４６件） 

７４件 
（７３件） 

１３０件 
（１３１件） 

１７３件 
（１７１件） 

５０代 ６０代 ７０代 ８０代～ 

１６８件 
（１９１件） 

１４６件 
（１５５件） 

１０１件 
（１５５件） 

４５件 
（６４件） 

※ 年代未回答 ３４３件

① 参加の最も多かった年代層は、４０歳代（１４．２％）

② 平均年齢 ５０.５歳（最年少 １歳  最高齢 ９４歳） 

③ 平均歩数 ９，９５０歩／日

④ 参加件数前年比 ９３％（令和５年度１，３０５件）

４ トータル歩数ランキング上位５名 

順位 トータル歩数 年齢 平均歩数/日 

第１位 ３８０,６７７歩 ２６ ５４,３８２歩 

第２位 ２５０,６４７歩 ６２ ３５,８０６歩 

第３位 ２１７,０３９歩 ２９ ３１,００５歩 

第４位 ２０９,４７１歩 ２８ ２９,９２４歩 

第５位 １９６,４０４歩 未回答 ２８,０５７歩 
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５ チームエントリー数 

  お友達部門 １３７組（３１１名） 

  事業者部門 ９事業者 １２チーム（８３名） 

６ 事業者部門にご参加いただいた企業・事業者（参加者数順） 

会社名 チーム数 参加者数 

（株）平成エンタープライズ足立営業所 ３ ２２ 

明治安田生命保険相互会社千住支社花畑営業所 １ １９ 

足立区役所 ３ １７ 

社会福祉法人あだちの里谷在家福祉作業所 ２ １１ 

（株）サンベルクス １   ８ 

社会福祉法人白寿会特別養護老人ホームプレミア扇 １   ３ 

白元アース（株） １   ３ 

７ 今後の方針 

（１）今年度開始した団体エントリーの部への参加の拡大を図れるよう、

ＰＲの工夫を図っていく。 

（２）参加企業に対しては、今回の取り組みのきっかけや、取り組んでみて

よかった点などをリサーチし、今後の運動・スポーツを活用した健康推

進の取り組みへ生かしていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年１月１７日 

件 名 
第６回関東社会人・関東大学バスケットボールオールスターゲーム 

クリスマスカップの開催結果について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 実施日 

  令和６年１２月２１日（土） 

２ 実施内容 

（１）バスケットボールクリニック（指導）

時間 対象・参加人数/当選者数 （申込者数） 

午前１０時～１１時 小学生３５人/４０人 １２９人 

午前１１時～ 正午 中学生２２人/３０人 ３０人 

※ 事前申込・抽選

（２）試合観戦

時間 試合 

午後 １時～ ３時 女子の部 社会人チーム選抜 VS 

関東大学連盟選抜 午後 ３時～ ５時 男子の部 

合計 ３９８人 

ア ３階フロア  ８９人

（事前申込数）ペア５０組１００人 個人６０人（先着）

イ 選手関係者  ９６人 

ウ ４階フロア ２１３人（当日受付、途中入退場自由）

３ 会場 

  総合スポーツセンター 大体育室 

４ 主催 

（１）（一社）関東大学バスケットボール連盟 

（２）東京都社会人バスケットボール連盟

（３）関東大学女子バスケットボール連盟

（４）足立区

５ その他 

（１）３階の事前申し込みは申込開始２０分ほどで締め切られるほど人気

となった。特にペア観覧席は３/４が区民の親子が占めた。しかし、当

日キャンセルが多く空席が生じた。 

（２）クリニックは、例年申込者数が増えており、指導を受けたい児童・

生徒が多い人気事業となっている。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１７日 

件 名 梅田八丁目複合施設に係る区民ワークショップの開催結果について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

図書館サービスデザイン担当課 

内 容 

 梅田八丁目複合施設の設計業務にあたっては、施設の空間や運営のあり

方に関する検討を深めるとともに、意見交換や共同作業を通じて施設に長

く関わってもらえる区民を増やすことを目的として、区民ワークショップ

を開催している。 

 １２月８日（日）に実施した第３回のワークショップについて、参加者

の主な意見などを、次のとおり報告する。 

１ 第３回区民ワークショップ開催概要 

（１）テーマ

自分ごととして考える

― 梅田八丁目複合施設の検討のための実践 ―

（２）日時・場所

令和６年１２月８日（日）正午から午後４時まで

梅田八丁目複合施設整備用地（第１部）

足立区立亀田小学校（第２部）

（３）参加者

中高生、子育て世代、町会・自治会関係者等 計１８名

（４）主な内容

ア 参加者全員での意見交換

（ア）梅田八丁目複合施設の可能性について

（イ）令和６年度のワークショップ（全３回）の感想について

（ウ）今後のワークショップの展開について

イ 整備用地内の簡易菜園で栽培した野菜の収穫、調理、試食

２ 参加者の様子及びエピソード 

（１）年代が異なる参加者同士でも、野菜を洗ったり刻んだりしながら、

ごく自然に会話が弾んでいた。 

（２）楽しげに話していた高校生二人組に図書館スタッフが声をかけたと

ころ、実は二人がお互いの名前を知らないことがわかった。共同作業

を通して、名前を知らなくても仲良くなれる雰囲気があった。 

（３）年長の地域の方が、採れ立ての野菜の甘さに感激してレシピになか

ったかぶを入れて中学生と一緒にサラダを作り、他の参加者から好評

を博した。 
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３ 主な意見 

  共同作業を終え、参加者、区職員、設計委託事業者の計約４０名が輪

になって意見交換を実施。参加者から、共同作業の意義やそこから育ま

れるコミュニケーション、今後の複合施設との関わり方などについて、

前向きな意見が多数寄せられた。 

（１）ワークショップで実践したような共同活動をできる場所が、地域の

宝になっていく。ワークショップに関われる人を増やしてほしい。 

（２）３回の活動で参加者同士のコミュニケーションがここまで図れたこ

とが嬉しかった。人との関わり方の考え方が変わった。 

（３）自分たちがここまで主体的に関われるということに感動した。今後、

イベントを企画するグループを、複合施設の開設前に複数結成できる

とよい。 

（４）年１回のフェスティバルや職業体験などのイベントを実施できると

よい。世代を超えた交流ができる場所になってほしい。 

（５）ワークショップで話したことが設計に反映されていてよかった。具

体的な設計の話を聞いて、さらにワクワクしてきた。 

４ 今後の方針 

  令和６年度の全３回のワークショップを通じて、参加者のつながり

や、一人ひとりが施設に主体的に関わろうとする意識が醸成されつつあ

る。 

  令和７年度も継続してワークショップを開催し、意見交換や共同作業

を通じて、複合施設に関する検討を深めるとともに、施設に長く関わる

区民の素地を形成していく。 
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